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本研究は，児童の対話力向上のために，対話力のスキルを学ぶ学習を位置付けた年間カリ

キュラムの作成と児童の実態に合わせた SEL-8Sプログラムの指導案・教材を作成し，検証し

た。全学年で実施したところ，社会的能力の児童自己評価において，社会的能力全般に有意な

交互作用が見られ,社会的能力の低い児童・中間位の児童の下位尺度の得点が有意に，または

有意傾向を示して上昇した。また，対話力の児童自己評定と教師評定において，対話力の下位

尺度の得点に有意な上昇が見られた。加えて，日常的な対話力の変容をみるために，算数科と

外国語科の授業観察を行ったところ，授業における対話力の見取りの５つの観点のうち４観

点で平均得点が上がっていた。これらのことから，児童への SEL-8S プログラムの実践が対話

力向上の一助となる可能性が示唆された。 
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  問題と目的 

 

学習指導要領の言語活動の充実に関する基本的

な考え方(文部科学省,2012)では，言語活動の充実

とともに，コミュニケーション能力の育成が求めら

れている。日本経済団体連合会(2018)の公表した

「2018年度新卒採用に関するアンケート調査結果」

では，採用選考で重視する要素は，16年連続で「コ

ミュニケーション能力」が一位であった。さらに， 
Society5.0 に向けた人材として，自己の主体性を

軸にした学びに向かう一人一人の能力や人間性が

問われており，文部科学省(2018)では，その中で特

に共通して求められる力の一つとして文章や情報

を正確に読み解き，他者と対話する力が必要である

と挙げている。 

多田(2006)は，言語や非言語により相手とコミュ

ニケーションを行い,共有できる価値観や概念を生

み出していく行為を「対話」とし，学校や社会にお

いて対話を活用する環境が少なく，対話力向上のた

めのトレーニングをする機会がないことを問題点

として述べている。そのため，授業において話し合

いの時間を設定しても，何をどう語ってよいのかわ

からず黙り込んだり，相手と異なる意見をいうこと

を憶してしまったりするケースが少なくない(梅澤，

2014)。以上のような状況だからこそ，円滑にコミ

ュニケーションを図ることができるスキルを児童

に培わせていくことが重要ではないかと考える。 

対話力と社会性と情動の学習「SEL」 

主題にある「対話力」とは，「多様な他者と円滑に

コミュニケーションを図る態度や能力」と定義する。

「対話」には，①儀礼的会話(ルールを示し，自由に

考えを出し合う対話)，②討論(安心感がある場にお

いて，意見をぶつけ合う対話)，③内省的対話(自分

と相手の内面に深く耳を傾け，個人的な思いや体験
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を共有したり，相手の立場に立って考えたりする対

話)，④生成的対話(新たな意味や方向性を生み出す

対話)の４段階の深まりがあり，③④のように，相手

の話を傾聴し相手の立場に立って考えたり，新たな

気づきやよりよい価値観を生み出したりする児童

の姿が対話力の高まりのある姿と捉える（上西郷小

学校，2020）。 
本研究における対話力は，「話すこと」「聴くこと」

「話し合うこと」「関係づくり」の４つの領域とそ

れぞれの領域における「話し手スキル」，「聴き手ス

キル」，「話合いスキル」，「対人関係スキル」の４つ

のスキルで構成されるものとした。この対話力を育

成させるために，実践校において，対話力のスキル

を学ぶ学習（以下，対話スキル学習）を設定した。

対話スキル学習は，朝の活動として行う 15 分間の

学習(以下，モジュールの時間)と，月１回１単位時

間の学習(以下，ロングの時間)で構成され，教育課

程に位置付けながら，他教科・領域と関連させて行

うものであり，主に，国語科「話す･聞く」,生活科，

総合的な学習の時間において実践することとした。 

次に「社会性と情動の学習「SEL」」とは，「自己の

捉え方と他者との関わり方を基礎とした，社会性

（対人関係）に関するスキル，態度，価値観を身に

付ける学習」と説明されている（小泉，2011）。SEL

のうち，８つの社会的能力の育成を目指した学習プ

ログラムが SEL-8S プログラム（以下，SEL-8S）で

ある。８つの社会的能力とは，対人関係において基

礎となり，汎用的で日常のさまざまな生活場面で必

要な５つの「基礎的社会的能力」と，基礎的社会的

能力をもとにした，より複合的で応用的な３つの

「応用的社会的能力」で構成される。これらの社会

的能力を育てるために，表１のような A～H の学習

単元が設定されている。 
本研究は，児童の対話力を高めるために，年間カ

リキュラムを設定し，対話スキル学習ロングの時間

において，児童の実態に合わせた SEL-8Sの指導案・

教材（以下，SEL-8S追加指導案・教材）を作成して

実践し，その効果を検証することを目的とした。ま

た，実践校の３・４学年，５・６学年で，社会的能

力の低い群・中間位の群・高い群に分け，社会的能

力による変容の違いが見られるかどうかも調べた。 

方法 

研究期間 

202X年１月〜202X年 12月 

研究参加者 

公立 A小学校の全児童（１～６学年）132名と教

師 12名  

効果測定  

本研究の検証として，以下の測度を設定した。分

析には，HAD（清水，2016）を用いた。 

(1)社会的能力 児童の社会的能力の変容を図るた

めに，小学生版「社会性と情動」尺度（田中・真井・

津田・田中，2011)を用いた。SEL-8Sの８つの社会

的能力について 26 項目４件法で，３学年以上の児

童に尋ねた。得点が高いほど，社会的能力の自己評

価が高いことを示している。 

(2)対話力(児童自己評定) 児童の対話力の変容を

図るために，児童用対話力アンケートを自作した。

これは, 第一著者が実践校の系統的・発展的な目標

設定の指針として作成した「領域別目標到達度一覧

表」と「対話力アンケート」(梅澤，2014)をもとに，

対話力を構成する項目を定めたものである。具体的

には，発達段階に即して，低学年 16 項目，中学年

18項目，高学年 18項目とした。低学年は全項目３

件法,中学年・高学年は４件法で実施し，得点が高

いほど，対話力の自己評価が高いことを示している。

（Appendix１参照） 

(3)対話力(教師評定) 児童用対話力アンケートと

同様，「話し手スキル」，「聴き手スキル」，「話合い

スキル」，「対人関係スキル」の４項目について，４

表１ ８つの学習単元で育成を図る社会的能力(小泉，2011) 
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気づきやよりよい価値観を生み出したりする児童

の姿が対話力の高まりのある姿と捉える（上西郷小

学校，2020）。 
本研究における対話力は，「話すこと」「聴くこと」

「話し合うこと」「関係づくり」の４つの領域とそ

れぞれの領域における「話し手スキル」，「聴き手ス

キル」，「話合いスキル」，「対人関係スキル」の４つ

のスキルで構成されるものとした。この対話力を育

成させるために，実践校において，対話力のスキル

を学ぶ学習（以下，対話スキル学習）を設定した。
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間の学習(以下，ロングの時間)で構成され，教育課

程に位置付けながら，他教科・領域と関連させて行

うものであり，主に，国語科「話す･聞く」,生活科，
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付ける学習」と説明されている（小泉，2011）。SEL

のうち，８つの社会的能力の育成を目指した学習プ

ログラムが SEL-8S プログラム（以下，SEL-8S）で

ある。８つの社会的能力とは，対人関係において基

礎となり，汎用的で日常のさまざまな生活場面で必

要な５つの「基礎的社会的能力」と，基礎的社会的

能力をもとにした，より複合的で応用的な３つの
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件法で学級担任に尋ねた。得点が高いほど，児童の

対話力に対する教師の評価が高いことを示してい

る。（Appendix２参照） 

(4)対話スキル学習についての児童の理解度 各授

業実施後，全学年児童に対し,学習の振り返りを求

めた。「学習したスキルのポイントの理解」「ポイン

トを意識したエクササイズの有無」「今後のポイン

トの活用」の３項目について４件法で尋ねた。得点

が高いほど，学習したスキルに対する理解・活用・

今後の実践意欲の高まりを示している。加えて，学

習で感じたこと・思ったことについて，自由記述も

求めた。 

(5)対話スキル学習についての教師認識 各授業実

践後，学級担任に対し，学習指導の振り返りを求め

た。指導目標の達成度，スキル学習の児童の様子，

児童自己評価の有無，授業後のスキルの習得状況の

４項目について，４件法で尋ねた。得点が高いほど，

教師が児童のスキル学習への変容を見取っている

ことを示している。加えて，対話力の日常化への指

導内容や授業の改善案等について，自由記述も求め，

教師が対話スキル学習に向けて具体的な方策等を

考えられるようにした。 

(6)対話力の日常化 対話スキル学習以外の授業観

察を行った。第一著者が先行研究をもとに５観点 17

項目から成る「授業における対話力の見取りの観点」

(表２)を作成し，A校の研究推進部に提案した。そ

して，２・４学年の算数科，５学年の外国語科にお

いて，授業の行動観察を行った。17項目の出現頻度

を測定し，観点ごとの平均点の変容を調べた。得点

が高いほど，日々の授業における対話力の高まりを

示している。 

実践の具体的内容 

次の２点において，SEL-8S を促進するためのシ

ステム構築を行った。 

(1)SEL-8Sシステム構築 

a.取組の体制(組織作り) 

第一筆者が,実践校の管理職と研究推進部に組織

化の提案をし,SEL-8Sを校内研修の一部として位置

づけ，推進していく分掌を立ち上げた。そして,第

一筆者がその分掌を補佐しながら推進していくこ

ととなった。 

b.教育課程への位置づけ 

対話スキル学習に関する年間カリキュラムを１・

２学年，３・４学年，５・６学年ごとに作成した。

年間カリキュラムには，４つの領域に関する４つの

スキルを育成するために，SEL-8Sを配置した。また，

対話スキル学習ロングの時間以外にも，モジュール

の時間や他教科・領域に SEL-8S を組みこみ，学ん

だ対話力のスキ

ルの定着を図る

とともに，教育

活動全体で社会

的能力を育てる

ことができるよ

うにした。この

カリキュラムを

研究推進部に提

案し，研究推進

部が年度初めの

職員会議で全体

に提示した。そ

して，５月に第

二著者のコンサルテーションにより，SEL-8S の教

育課程の位置づけの仕方について管理職の理解を

促した。続いて，６月の全職員での校内研修と 10月

の研究推進部会議で，カリキュラムの見直しを行っ

た。 

(2)SEL-8S追加授業案・教材の作成・提案 

 年間カリキュラムをもとに，毎月１単位時間に行

われる対話スキル学習ロングの時間における全学

年 SEL-8S追加指導案・教材を第一著者が作成し,研

究推進部と検討した後，全職員に提案した。 

SEL-8Sの授業展開に準じ,①イントロダクション

(学習課題への意識づけ),②教師のモデリング,③

スキルのポイント提示,④活用場面におけるスキル

獲得のためのロールプレイ,⑤フィードバックの５

段階を設定した。また，スキルのポイントをまとめ

た板書用掲示物，学習プリント等を研究推進部と検

討して準備し，実践校で統一して取り組むことがで

きるようにした。このような工夫と準備をもとに，

学級担任が T１又は T２，第一著者が T２又は T１

で，対話スキル学習ロングの時間を実施した(表３)。 

例として，３学年において実践した，対話スキル

学習ロングの時間「アサーションの仕方を考えよう」

について述べる。授業前には，モジュールの時間に

おいて，人との関わり方のタイプは３つあることを

知らせ，タイプによって関わり方に違いがあること

を事前に学習しておいた。導入段階では，イントロ

ダクションとして，アサーションチェックシート

（秋田県総合教育センター，2015)を行い，今の自

分の人との関わり方のタイプに気づかせた。展開段

階では，教師によるモデリングを行い，「自分も相

手も大切にしながらしっかり伝えるコミュニケー

ション」である，アサーションのポイントを提示し

た。その際，アサーションのポイントを覚えやすく

するために，第一著者が自作した「語呂合わせした

話す態度 

1 相手を見て話す 

2 聞こえる声の大きさ，速さで話す 

3 表情・身振り手振り等を使って話す 

4 最後まではっきり話す 

5 話すためのツール(絵や資料等)を使って話す 

話す内容 

6 つながりを考えて考えを伝える 

7 自分の考えを工夫して伝える(理由をつけて） 

8 自分の考えを工夫して伝える(例・経験） 

考えの再構成 

9 新たな自分の考えが加わる 

聴く態度 

10 相手を見て聴く 

11 相手の話を最後まで聴く 

12 相手に反応して（表情・手振り・つなずき）聴く 

13 相手を認める言葉かけをして聴く 

対話を続ける技術 

14 バックトラッキング(繰り返し)を入れる 

15 相手に質問する 

16 適切な間をとる 

17 質問に対してこたえる 

 

表２ 授業における対話力の見取りの観点 
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掲示ポスター」を用いた。そして，学校生活場面に

おけるロールプレイを行わせた。終末段階では，ロ

ールプレイを行って感じたことや思ったこと，今後

の活用について，フィードバックをさせた。授業後

は，児童が見やすい場所にポスターを掲示し，担任

教師が意識的に声をかけるよう促した。 

(4)学級担任における実践の意識化 

SEL-8Sの理解促進のための通信を毎月発行した。

掲載内容は，実施した授業におけるスキル内容，ス

キルのポイントの要点，授業中の児童の様子，授業

後の教師の振り返り，SEL-8S の特徴等の資料など

であった。 

また，各授業の実践前には，第一著者が学級担任

と実践内容について打ち合わせを行い，実践後の児

童の見取り方について助言したり，学習したスキル

のポイントを職員室の見える位置に掲示したりし

た。 

(5)対話力の日常化における提案 

対話スキル学習で学んだスキルを定着させる方

策として，算数科学習の対話活動に着目した。そし

て,第一著者が先行研究をもとに，発達段階に合わ

せ,児童の発話の見本や指導の仕方をまとめた「算

数科における対話活動」を作成し，校内研修で提案

をした。そして，日常の算数科学習において，対話

活動を行うことで，対話の日常化を図った。 

結果 

欠席者と回答に不備があるものを除く，１・２学

年 37名，３・４学年 39名，５・６学年 44 名を分

析対象とした。 

児童の社会的能力変容 

３・４学年において「小学生版『社会性と情動』

尺度」（実践前）の結果から，８つの因子尺度の平均

得点の平均（Ｍ＝3.172）と標準偏差（1/2SD＝0.202）

をもとに，上位１/3 を高群（13名），下位 1/3 を

低群（11名），中間位を中群（15名）とした。また，

５・６学年も同様に，８つの因子尺度の平均得点の

平均（Ｍ＝3.128）と標準偏差（1/2SD＝0.215）をも

とに，上位 1/3 を高群（16 名），下位 1/3 を低群

（12 名），中間位を中群（16 名）とした。そして，

実践後，「小学生版『社会性と情動』尺度」の８つの

下位尺度について，群(３)×時期(２)の分散分析を

行った（表４）。  

その結果，３・４学年において,「社会的能力全

般」に有意な交互作用が見られた。また,「生活上の

問題防止のスキル」以外の下位尺度において，有意

または有意傾向の交互作用が見られた。下位検定を

行うと，「自己への気づき」「人生の重要事項に対処

する能力」「対人関係」「応用的社会的能力」で,低

群児童の得点が有意又は有意傾向に上昇し，「他者

への気づき」で，中群児童の得点が有意に上昇した。

加えて,「積極的・貢献的な奉仕活動」で,低群児童

と中群児童の得点が有意に上昇し，「自己コントロ

ール」で，高群児童の得点が有意に下降していた。 

５・６学年においては，「社会的能力全般」に有意

な交互作用が見られた。また,「自己への気づき」

「他者への気づき」以外の下位尺度で，有意又は有

意傾向の交互作用が見られた。下位検定を行うと，

「対人関係」「人生の重要事項に対処する能力」「積

極的・貢献的な奉仕活動」「基礎的社会的能力」「応

用的社会的能力」で,低群児童の得点が有意に上昇

し，「生活上の問題防止のスキル」で，中群児童の得 

点が有意傾向に上昇した。さらに,「自己の気づき」 

 
回 月 内容 

育てるスキル 

(関連する SEL-8Sの学習単元) 

学校行事・他教科 

・他領域との関係 

１
・
２
学
年(

低
学
年) 

1 4 学級での基本スキルを知

ろう 

対人関係スキル(A 基本的生活習慣) 

話し手スキル(C 伝える)，聴き手ス

キル(B 自己・他者への気づき聞く) 

歓迎遠足，縦割りグループ

顔合わせ 

2 5 いろんな言葉で自己紹介

をしてみよう 

対人関係スキル(D 関係づくり） 

話し手スキル(C 伝える） 

生活科「保育園児と芋苗を

うえよう」，外国語科「挨拶

をしよう」 

3 6 ふわふわことばとちくち

くことば 

対人関係スキル 

(D 関係づくり) 

ウォークラリー集会，学校

生活 

4 7 自分も相手も大切にした

言い方をしよう 

対人関係スキル 

(D 関係づくり） 

縦割り活動「１学期活動振

り返り」， 

5 9 望ましいストレス対処法

について考えよう 

対人関係スキル 

(E ストレスマネジメント） 

学級活動，モジュールの時

間  

6 10 ５W１Hに気を付けて話

そう 

話し手スキル 

(C 伝える） 

生活科「保育園の子といも

ほりをしよう」 

７ 11 話をつなごう 聴き手スキル 

(B 自己・他者への気づき聞く) 

ふれあいまつり，生活科

「わくわくらんど」「自分発

見」 

３
・
４
学
年(

中
学
年) 

1 4 学級での基本スキルを知

ろう 

対人関係スキル(A 基本的生活習慣) 

話し手スキル(C 伝える)，聴き手ス

キル(B 自己・他者への気づき聞く) 

歓迎遠足，縦割りグループ

顔合わせ 

2 5 いろんな言葉で自己紹介

をしてみよう 

対人関係スキル(D 関係づくり) 

話し手スキル(C 伝える) 

総合「A市のいいところを

みつけよう」「西郷川プロジ

ェクト」 

3 6 学級での話合いの仕方を

練習しよう 

話合いスキル 

(D 関係づくり) 

ウォークラリー集会，学級

活動「一学期のまとめの会

をしよう」 

4 7 自分も相手も大切にした

言い方をしよう 

対人関係スキル 

(D 関係づくり) 

縦割り活動「１学期活動振

り返り」，総合「自然を楽し

もう」 

5 9 望ましいストレス対処法

について考えよう 

対人関係スキル 

(E ストレスマネジメント) 

学級活動，モジュールの時

間 

6 10 ワールドカフェをしよう 話合いスキル(D関係づくり)，話し手スキ

ル(C 伝える)，聞き手スキル(B聞く) 

対話学習「地域のお助けマ

ンになろう」 

7 11 Iメッセージで思いを伝

えよう 

対人関係スキル(D関係づくり) ふれあいまつり，学校生活 

５
・
６
学
年(

高
学
年) 

1 4 学級での基本スキルを知

ろう（６年モデル演示） 

対人関係スキル(A 基本的生活習慣) 

話し手スキル(C 伝える)，聴き手ス

キル(B 自己・他者への気づき,聞く) 

歓迎遠足，縦割りグループ

顔合わせ 

2 5 いろんな言葉で自己紹介

をしてみよう 

対人関係スキル(D 関係づくり） 

話し手スキル(C 伝える） 

外国語「留学生の人に自己

紹介をしよう」 

3 6 学級での話合いの仕方を

練習しよう 

話合いスキル 

(D 関係づくり) 

ウォークラリー集会，学級

活動「一学期のまとめの会

をしよう」 

4 7 自分も相手も大切にした

言い方をしよう 

対人関係スキル 

(D 関係づくり） 

縦割り活動「１学期活動振

り返り」，外国語「留学生と

ユニセフについて話そう」 

5 9 適したストレス対処法に

ついて考えよう 

対人関係スキル 

(E ストレスマネジメント） 

学級活動，モジュールの時

間 

6 10 ブレインストーミングを

しよう 

話合いスキル(D関係づくり)，話し手スキ

ル(C 伝える），聞き手スキル(B聞く) 

対話学習「地域のお助けマ

ンになろう」 

７ 11 トラブル解決の方法につ

いて考えよう 

対人関係スキル 

(D 関係づくり) 

ふれあいまつり，学校生活 
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掲示ポスター」を用いた。そして，学校生活場面に

おけるロールプレイを行わせた。終末段階では，ロ

ールプレイを行って感じたことや思ったこと，今後

の活用について，フィードバックをさせた。授業後

は，児童が見やすい場所にポスターを掲示し，担任

教師が意識的に声をかけるよう促した。 

(4)学級担任における実践の意識化 

SEL-8Sの理解促進のための通信を毎月発行した。

掲載内容は，実施した授業におけるスキル内容，ス

キルのポイントの要点，授業中の児童の様子，授業

後の教師の振り返り，SEL-8S の特徴等の資料など

であった。 

また，各授業の実践前には，第一著者が学級担任

と実践内容について打ち合わせを行い，実践後の児

童の見取り方について助言したり，学習したスキル

のポイントを職員室の見える位置に掲示したりし

た。 

(5)対話力の日常化における提案 

対話スキル学習で学んだスキルを定着させる方

策として，算数科学習の対話活動に着目した。そし

て,第一著者が先行研究をもとに，発達段階に合わ

せ,児童の発話の見本や指導の仕方をまとめた「算

数科における対話活動」を作成し，校内研修で提案

をした。そして，日常の算数科学習において，対話

活動を行うことで，対話の日常化を図った。 

結果 

欠席者と回答に不備があるものを除く，１・２学

年 37名，３・４学年 39名，５・６学年 44 名を分

析対象とした。 

児童の社会的能力変容 

３・４学年において「小学生版『社会性と情動』

尺度」（実践前）の結果から，８つの因子尺度の平均

得点の平均（Ｍ＝3.172）と標準偏差（1/2SD＝0.202）

をもとに，上位１/3 を高群（13名），下位 1/3 を

低群（11名），中間位を中群（15名）とした。また，

５・６学年も同様に，８つの因子尺度の平均得点の

平均（Ｍ＝3.128）と標準偏差（1/2SD＝0.215）をも

とに，上位 1/3 を高群（16 名），下位 1/3 を低群

（12 名），中間位を中群（16 名）とした。そして，

実践後，「小学生版『社会性と情動』尺度」の８つの

下位尺度について，群(３)×時期(２)の分散分析を

行った（表４）。  

その結果，３・４学年において,「社会的能力全

般」に有意な交互作用が見られた。また,「生活上の

問題防止のスキル」以外の下位尺度において，有意

または有意傾向の交互作用が見られた。下位検定を

行うと，「自己への気づき」「人生の重要事項に対処

する能力」「対人関係」「応用的社会的能力」で,低

群児童の得点が有意又は有意傾向に上昇し，「他者

への気づき」で，中群児童の得点が有意に上昇した。

加えて,「積極的・貢献的な奉仕活動」で,低群児童

と中群児童の得点が有意に上昇し，「自己コントロ

ール」で，高群児童の得点が有意に下降していた。 

５・６学年においては，「社会的能力全般」に有意

な交互作用が見られた。また,「自己への気づき」

「他者への気づき」以外の下位尺度で，有意又は有

意傾向の交互作用が見られた。下位検定を行うと，

「対人関係」「人生の重要事項に対処する能力」「積

極的・貢献的な奉仕活動」「基礎的社会的能力」「応

用的社会的能力」で,低群児童の得点が有意に上昇

し，「生活上の問題防止のスキル」で，中群児童の得 

点が有意傾向に上昇した。さらに,「自己の気づき」 

 
回 月 内容 

育てるスキル 

(関連する SEL-8Sの学習単元) 

学校行事・他教科 

・他領域との関係 

１
・
２
学
年(

低
学
年) 

1 4 学級での基本スキルを知

ろう 

対人関係スキル(A 基本的生活習慣) 

話し手スキル(C 伝える)，聴き手ス

キル(B 自己・他者への気づき聞く) 

歓迎遠足，縦割りグループ

顔合わせ 

2 5 いろんな言葉で自己紹介

をしてみよう 

対人関係スキル(D 関係づくり） 

話し手スキル(C 伝える） 

生活科「保育園児と芋苗を

うえよう」，外国語科「挨拶

をしよう」 

3 6 ふわふわことばとちくち

くことば 

対人関係スキル 

(D 関係づくり) 

ウォークラリー集会，学校

生活 

4 7 自分も相手も大切にした

言い方をしよう 

対人関係スキル 

(D 関係づくり） 

縦割り活動「１学期活動振

り返り」， 

5 9 望ましいストレス対処法

について考えよう 

対人関係スキル 

(E ストレスマネジメント） 

学級活動，モジュールの時

間  

6 10 ５W１Hに気を付けて話

そう 

話し手スキル 

(C 伝える） 

生活科「保育園の子といも

ほりをしよう」 

７ 11 話をつなごう 聴き手スキル 

(B 自己・他者への気づき聞く) 

ふれあいまつり，生活科

「わくわくらんど」「自分発

見」 

３
・
４
学
年(

中
学
年) 

1 4 学級での基本スキルを知

ろう 

対人関係スキル(A 基本的生活習慣) 

話し手スキル(C 伝える)，聴き手ス

キル(B 自己・他者への気づき聞く) 

歓迎遠足，縦割りグループ

顔合わせ 

2 5 いろんな言葉で自己紹介

をしてみよう 

対人関係スキル(D 関係づくり) 

話し手スキル(C 伝える) 

総合「A市のいいところを

みつけよう」「西郷川プロジ

ェクト」 

3 6 学級での話合いの仕方を

練習しよう 

話合いスキル 

(D 関係づくり) 

ウォークラリー集会，学級

活動「一学期のまとめの会

をしよう」 

4 7 自分も相手も大切にした

言い方をしよう 

対人関係スキル 

(D 関係づくり) 

縦割り活動「１学期活動振

り返り」，総合「自然を楽し

もう」 

5 9 望ましいストレス対処法

について考えよう 

対人関係スキル 

(E ストレスマネジメント) 

学級活動，モジュールの時

間 

6 10 ワールドカフェをしよう 話合いスキル(D関係づくり)，話し手スキ

ル(C 伝える)，聞き手スキル(B聞く) 

対話学習「地域のお助けマ

ンになろう」 

7 11 Iメッセージで思いを伝

えよう 

対人関係スキル(D関係づくり) ふれあいまつり，学校生活 

５
・
６
学
年(

高
学
年) 

1 4 学級での基本スキルを知

ろう（６年モデル演示） 

対人関係スキル(A 基本的生活習慣) 

話し手スキル(C 伝える)，聴き手ス

キル(B 自己・他者への気づき,聞く) 

歓迎遠足，縦割りグループ

顔合わせ 

2 5 いろんな言葉で自己紹介

をしてみよう 

対人関係スキル(D 関係づくり） 

話し手スキル(C 伝える） 

外国語「留学生の人に自己

紹介をしよう」 

3 6 学級での話合いの仕方を

練習しよう 

話合いスキル 

(D 関係づくり) 

ウォークラリー集会，学級

活動「一学期のまとめの会

をしよう」 

4 7 自分も相手も大切にした

言い方をしよう 

対人関係スキル 

(D 関係づくり） 

縦割り活動「１学期活動振

り返り」，外国語「留学生と

ユニセフについて話そう」 

5 9 適したストレス対処法に

ついて考えよう 

対人関係スキル 

(E ストレスマネジメント） 

学級活動，モジュールの時

間 

6 10 ブレインストーミングを

しよう 

話合いスキル(D関係づくり)，話し手スキ

ル(C 伝える），聞き手スキル(B聞く) 

対話学習「地域のお助けマ

ンになろう」 

７ 11 トラブル解決の方法につ

いて考えよう 

対人関係スキル 

(D 関係づくり) 

ふれあいまつり，学校生活 

 

表３ 対話スキル学習ロングの時間の内容と育てるスキル，SEL-8Sとの関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表４ 社会的能力の下位尺度の平均値と SD及び分析結果 

表５  対話力児童自己評定と対話力教師評定の対話力の変容 
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において，次期の主効果が有意であり，全群の得点

が有意に上昇していた（表４）。 

対話力(児童・教師)の評価の変容 

「児童用対話力アンケート」の４つの因子につい

て，実践前後のｔ検定を行った。対話力全般（児童

自己評定)の平均得点は,全学年で上昇していた(図

１)。また，１・２学年，３・４学年,５・６学年に

おいて, 対話力のいくつかの下位尺度で,平均得点

が有意に上昇し，その内，全学年の「聴き手スキル」

で，有意な得点上昇が認められた(表５)。 

「教師用対話力アンケート」の４つの尺度におい

て，実践前後のｔ検定を行ったところ，対話力全般

（教師評定）の平均得点は,全学年で有意に上昇し

ていた。対話力の下位尺度において，１・２学年は

「聴き手スキル」で有意な得点上昇があった。また，

３・４学年と５・６学年は全ての下位尺度において，

実践後の得点が有意に上昇していた（表５）。 

学習における児童の理解度と教師認識 

各授業実施後，全児童に対して，学習したスキル

ついての自己評価を求めたところ，各学年の平均は

全て 3.5以上の高い得点であった(図２)。また，自

由記述において，例えば３学年「アサーションの仕

方を考えよう」では,「アサーションのポイントが

よくわかった。」「アサーションの仕方を友達に話し

かけるときに使っていきたい。」とあり，スキルの

ポイント提示のよさを感じている様子が窺えた。 

また，授業後の教師アンケートからみられた教師

評価の得点は，概ね３以上あり,教師が対話スキル

学習での児童の変容を感じていることがわかった。

自由記述においては,「アサーションができている

児童に対して，その都度賞賛をしたり，学級で紹介

したりしていきたい」等，日常化への具体策を考え

る記載が見られ,スキル学習への教師の認識が高ま

っていることが窺えた。 

算数科・外国語科の授業観察 

 ２学年算数科，４学年算数科，５学年外国語科に

おいて，観察時間を１分のインターバルに分け，そ

れぞれのインターバル中での観察児童の対話の状

態を記録するタイムサンプリング法で，授業の行動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察を行った。その際，「授業における対話力の見

取りの観点」をもとに，17の項目の出現頻度を計測

し，「話す態度」「話す内容」「考えの再構成」「聴く

態度」「対話を続ける技術」の５観点ごとに平均を

だした。算数科において，実践前(２年「かさ」，６

月３日)(４年「図を使って考えよう」，６月 15 日)

と実践後(２年「どんな計算になるのかな」，12月 9

日)(４年「小数のかけ算」，12月７日)を比べると，

「話す内容」以外全ての観点で上昇していた。また，

外国語科において，実践前(５年「ホームパーティ

の計画をたてよう」，６月９日)と実践後(５年「日

本のイチオシを紹介しよう」，12 月９日)を比べる

と，どの観点においても，得点が増加していた（図

３）。  
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本研究では，「多様な他者と円滑にコミュニケー

ションを図る態度や能力」である,対話力の育成に

むけ,対話スキル学習に関する年間カリキュラムを
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図２ 授業実施後の児童アンケートの項目ごとの平均値 

図３ 授業観察における対話力の見取り５観点の出現頻度 
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図１ 対話力アンケートにおける対話力全般の平均得点の推移 
※ *p<.05 **p<.01 
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作成し，SEL-8S追加指導案・教材を提案・実践して

その有効性を検証した。 

実践後,社会的能力の児童自己評価で，社会的能

力全般に有意な交互作用が見られ,低群児童や中群

児童の下位尺度の得点が有意,又は有意傾向を示し

て上昇した。さらに,対話力については，児童自己

評定・教師評定で，下位尺度のほとんどの得点が，

有意に上昇した。このことから,本実践が実践前に

社会的能力が中程度以下の児童の社会的能力を高

め, 対話力の向上を促すことが示唆された。特に，

対話力の下位尺度である「聴き手スキル」に有効で

あることが導き出された。このことは,多田(2006)

が,聴くことはコミュニケーションの基本であり,

よい聴き手は対話を深まりのあるものにすると述

べていることを明らかにするものだといえる。 

また,各授業後の児童・教師の振り返りの結果に

おいて,児童も教師も SEL-8S のスキルのポイント

提示のよさを感じていた。また，対話スキル学習以

外の授業観察において,対話力の見取りの５つの観

点の内，４つの観点の平均得点が実践後に上がって

いた。このことから，SEL-8Sの授業でスキルのポイ

ントを意識化し,さらに，学んだスキルを日常の授

業場面に意図的に仕組みながら,スキルの積み重ね

を行うことは，対話力向上につながると考えられる。 

以上のことから,組織作りや教育課程の位置づけ

等，SEL-8S システム構築を行いつつ，SEL-8S 追加

指導案・教材を開発し，モジュール等の朝活動や他

教科・領域と関連させながら,対話スキル学習を行

い，定着化をはかることは,児童の対話力向上の一

助となることが推察された。 

梅澤(2014)は中学年向けの対話スキル向上カリ

キュラムにソーシャルスキルトレーニングを取り

入れることで，対話スキルが向上し，児童のスキル

習得への自己認識の変容が見られたり，児童の人間

関係の改善の手助けとなったりする可能性を論じ

ている。本研究は，中学年だけでなく低学年と高学

年も含めて全学年を対象に，対話スキル学習を計画

的に長期間実践したものであり,その効果を検証し

たという視点から意義深いものであると考える。 

最後に本研究の課題を２点述べる。1点目は，教

師の実践力・意識化の向上である。今回の研究では，

児童の対話力向上に向け，SEL-8S追加指導案・教材

の有効性に対する教師の考え方の違いや，学んだス

キルを日常的・計画的に育てていこうとする意識に

差が見られた。田中・小泉(2007)は，SELプログラ

ムのスキルや態度の強化・般化を促すためのアプロ

ーチの一つとして，「教師が育てたい児童の姿を明

確に持つこと」を挙げている。全ての教師の実践力・

意識化の向上には，職員研修において意見交換の場

の設定や授業交流も行いながら，目指す児童像を共

有する必要がある。 

課題の２つ目は，学習者である児童の実践への動

機づけである。スキル学習の良さは感じているが，

全ての児童が自己の変容を感じ,自ら日々の学習や

生活に生かす状態には至っていない。小泉(2005)で

は,SEL-8Sプログラムによって子どもの行動変容が

もたらさせる過程には,「①SELプログラムの学習」

を他の学習や学校行事と関連付けて実施し（“点か

ら線へ”），学習後は教室環境の整備や直接の働きか

け,行動変容に向けた賞賛等によって,「②行動の変

容」が生じるように促すことの重要性を示している。

そこで，学んだスキルを活用し体得していくために，

日常の学習場面において，スキルを用いた対話活動

を定期的に行ったり，生活場面において,スキルの

活用を振り返ったりする機会を設けて，実践への動

機づけを継続して図っていくことが求められる。ま

た,社会的能力の異なる児童へのアプローチ法も検

討していく必要がある。 

本研究では対話力向上における対話スキル学習

に SEL-8S を位置づけ，年間カリキュラムを作成す

ることで，教育課程への位置づけの基礎を培うこと

ができた。今後も児童の対話力向上のために，目指

す児童の姿を見据えた横断的な学習内容の組み立

てについて，再検討・再構築をしていくことを期待

している。 
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対話力の領域 
「対話力の 
４つのスキル」 

１・２学年(低学年) ３・４学年(中学年) ５・６学年(高学年) 

話すこと 

「話し手スキル」 

・相手を見て話す。 

・相手に伝わるように，声の大きさや速さに気を 

付けて，話す。 

・相手に伝わるように，最後まではっきり話す。 

・自分の考えを理由をつけて，話す。 

・自分の考えを事柄の順序を考えてつくる。 

  

【低学年内容に加え】 

・自分の考えを資料(絵や図など）を活用して話す。 

・相手に伝わるように，プレゼンテーションをす 

る。 

・自分の考えを話の中心に気を付けて，考える。 

・自分の考えを，結論を先に述べ，根拠が明らかに  

なるようにつくる。  

【低・中学年内容に加え】 

・自分の考えを例をあげたり，経験をいれたり等，相手  

によく伝わるために，表現を工夫して話す。 

・話の内容にあわせた表情やジャスチャーを使った話し  

方で，よりわかりやすく伝える。  

聴くこと 

「聞き手スキル」 

・相手を見て聴く。 

・最後まで聞く。 

・反応しながら（表情，身振り，手振り）聴く。 

・相手をみとめる言葉をかけて聴く。   

・わからないこと・知りたいこと等を質問する。  

【低学年内容に加え】 

・内容や相手の気持ちについて質問したり，確認し 

たりして，話をつづける。  

【低・中学年内容に加え】 

・内容にあわせ，言葉で確認したり，要約したりして話 

をつづける。 

話し合うこと 

「話合いスキル」 

・話し合いの流れにそって，自分の考えを伝え 

る。 

・友達の意見と自分の意見が「同じ」「違う」と 

いうことを考えて，話し合いをする。  

・自分の考えを伝えたり，自分と異なる意見を受け

入れたりしながら，折り合いをつけて話し合いを

する。 

・相手の思いを受け止めて聴いたり，相手の立場や考え方

を理解したりして，話し合いをする。 

・多様な意見を生かして，自分の考えを変えたり，より深

まったりする。 

関係づくり 

「対人関係スキル」 

・挨拶のポイントを意識して挨拶をする。 

（①立ち止まって②相手をみて③元気よく） 

・簡単な自己紹介をする。 

・嫌なときは，人とけんかにならず，正しく伝え

る。 

・自分の言葉に気を付けて，相手がうれしくなる

言葉を使う。  

・挨拶のポイントを意識して挨拶をする。 

（①②③に加え，④心をこめて） 

・自分を表す挨拶文を考えて，自己紹介をする。 

・自分がイライラしたとき，自分で解消する。 

・自分の気持ちをいうとき，相手の気持ちを考えた

言葉に言い換えて伝える。 

・挨拶のポイントを意識し挨拶をすることができる。 

（①②③④に加え，⑤自分からはっきり） 

・相手とよい関係が作れるよう，工夫した自己紹介をす 

る。 

・自分の気持ちをコントロールし，トラブルを解決する。 

・自分も相手も気持ちの大事にしながら，相手に伝わる言

い方で思いを伝える。  

 

Appendix２ 本研究で用いた教師用対話力アンケート項目 

Appendix１ 本研究で用いた児童用対話力アンケート項目 
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